
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 設立目的及び概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 ３ ０ 年 度 
 

事 業 報 告 書 
 

（平成３０年 4月 1日から平成３１年 3月 31 日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人日田市公民館運営事業団 

 



平成３０年度事業報告 

１ 設立目的及び概況 

 （１）設立目的 

当法人は、日田市公民館の設置及び管理に関する条例に掲げる公民館（中央公民館を   

除く。）、日田市中津江ホール及び日田市大山文化センター（以下「公民館等」という。）の管理 

運営及び公民館等において各種の事業を行うことにより、市民の教養の向上、健康の増進、情操

の純化を図り、もって市民の生涯学習活動の振興、市民参加のまちづくりの促進に寄与することを

目的とする。 

（２）概況 

   ア 設立年月日 

       平成 23 年 2 月 16 日 

   イ 基本財産 

      基本財産は、300 万円（全額日田市出資）である。 

ウ 実施事業 

 （ア）日田市から指定を受けた公民館等の管理運営 

（イ）市民に対する多様な学習機会の提供 

（ウ）市民の学習成果の評価・発表・活用に関する事業 

（エ）市民参加のまちづくりの促進に関する事業 

（オ）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

２ 評議員及び役員（理事、監事）に関する事項 （平成３１年３月３０日末現在） 

 （１）評議員   (任期) 令和４年６月の定時評議員まで                                       

役  職 氏  名 就任年月日 

評議員 大塚 勇二 平成２７年１１月１３日 

評議員 行村 豊喜 平成２９年６月３０日 

評議員 鈴木 俊行 平成３０年６月２９日 

評議員 長尾 秀吉 平成３０年６月２９日 

評議員 高瀬 博 平成３０年６月２９日 

評議員 工藤 典子 平成２３年５月３１日 

評議員 園田 匠 平成３０年６月２９日 

評議員 橋本 成人 平成２５年６月１９日 

評議員 神川 聖也 平成３０年６月２９日 

 



 

（２）理事   (任期) 令和２年６月の定時評議員まで 

役  職 氏  名 就任年月日 

代表理事 

（理事長） 
三笘 眞治郎 平成２６年７月２２日 

副理事長 森 弘子 平成３０年６月２９日 

理  事 坂東 和敏 平成３０年６月２９日 

理  事 千原 康男 平成３０年６月２９日 

理  事 河野 徹 平成３０年６月２９日 

理  事 梶原 文人 平成３０年６月２９日 

理  事 仁田野 繁昌 平成３０年６月２９日 

理  事 三俣 壽磨子 平成３０年６月２９日 

理   事 

(常務理事兼事務局長) 

 

桑野 桂一郎 平成２６年 ４月１日 

 

（３）監事   (任期)  令和４年６月の定時評議員まで 

監  事 小ケ内  聡行 平成２３年 ２月１６日 

監  事 梅野 俊哉 平成２８年 ６月２７日 

 

 

（４）職員 

区分 館長 主事 
事務 

局長 

事務 

局員 

臨時 

職員 

合 計 

 男 女 

地区公民館 ２０ ２０    ４０ ３４ ６ 

事  務  局   １ ２ １ ４  ３ １ 

合  計 ２０ ２０ １ ２  ４４ ３７ ７ 

 

 

 

 

 



 

 

３ 会議等の開催状況 

（１）評議員会、理事会、監査等 

開催年月日 開催 付議事項 審議結果 

5 月 11 日 

第 1 回 

役員選考 

委員会 

・候補者の推薦団体を審議・決定し、団体へ推薦  

依頼を行うこととし、監事は再任で決定 
 

5 月 31 日 監査 ・平成 29年度事業及び決算の監査 適正 

6 月 7日 

第 2 回 

役員選考 

委員会 

・団体からの推薦者を候補者に決定し、理事長へ 

選考結果を報告 
 

6 月 25 日 
第 1 回定例 

理事会 

・定款の一部改正について 

・平成 29年の度事業報告と決算報告について 

・監査報告について 

・評議員、理事、監事の任期満了に伴う後任候補

者の推薦について 

・定時評議員会の招集について 

承認 

承認 

承認 

承認 

 

承認 

6 月 29 日 

定時 

評議員会 

・定款の一部改正について 

・平成 29年度の事業報告と決算認定について 

・評議員の選任について 

・理事の選任について 

・監事の選任について 

可決 

可決 

選任 

選任 

選任 

第 1回臨時 

理事会 

・代表理事の選任について 

・副理事長の選任について 

・常務理事の選任について 

選任 

選任 

選任 



11 月 17

日 

第 2 回臨時 

理事会 

(書面決議) 

・給与規程の一部改正について 

 (改正内容) 

  主事の初任給「1級 44 号給」を「1級 28号給

から 1級 44 号給まで」に改正 

理事全員の 

同意により 

可決 

1 月 25 日 
第 3 回臨時 

理事会 

・理事長等の職務の執行状況について 

・理事候補者の推薦について 

・副理事長の選任について 

・平成 30 年度収支予算補正第１号について 

・平成 31年 4月 1 日の館長配置について 

・評議員会の招集について 

※連絡会・事業団職員合同意見交換会兼新年会 

承認 

選任 

承認 

承認 

承認 

承認 

 

2 月 12 日 
第 1 回臨時 

評議員会 

・理事長等の職務の執行状況について 

・平成 30 年度収支予算補正第１号について 

・平成 31年 4月 1 日の館長配置について 

承認 

承認 

承認 

3 月 27 日 
第 2 回定例 

理事会 

・給料表の改正について 

・平成 31 年度事業計画について  

・平成 31 年度収支予算について 

・理事候補者の推薦について 

・臨時評議員会の招集について 

可決 

承認 

承認 

承認 

承認 

4 月 12 日 
第 2 回臨時 

評議員会 

・給料表の改正について 

・平成 31 年度事業計画について  

・平成 31 年度収支予算について 

・理事の選任について 

承認 

承認 

承認 

選任 

 

（２）人事委員会 

公民館主事採用試験 

･募集人員  １人 

・11 月 11 日  一次試験 (教養試験と適正検査、小論文) 

・11 月 25 日  二次試験 (面接)    



館長採用 

試験 

継続試験 

・対象館   6 館 (咸宜、桂林、若宮、三花、前津江、上津江) 

・実施通知 10 月 15 日 (3 年間の自己評価シートの提出依頼) 

・面接試験 11 月 20 日 6 人全員合格 

選考採用 

・募集館    光岡公民館長 

・10 月 10 日 光岡公民館運営委員会へ館長候補者の推薦依頼 

･12 月 10 日 光岡公民館運営委員会から候補者の推薦        

･12 月 26 日 面接の結果、採用することに決定 

  

 

 

（３）事務局 

諸会議 

・4 月 6 日  館長主事合同会議  

   市の関係機関から平成 30年度事業説明 

   事務局から平成 30年度予算等について説明 

・ブロック長・次長会議   毎月２５日開催 

・館長会議          毎月 １日開催 

・公民館主事会議      毎月１５日開催 

熱中症 

対策等 

・6 月 1 日   館長会議で青少年自然体験活動「安全対策マニュアル」を確認 

・7 月 20 日 臨時の館長会議を開催し、熱中症対策の徹底を周知 

① 7～8月の青少年事業宿泊研修の見直し状況 

中止      ３館(前津江、中津江、上津江) 

日程変更  ５館(咸宜、日隈、五和、朝日、大山) 

内容変更 １２館(桂林、若宮、三芳、高瀬、光岡、三花、西有田、東有田、 

小野、大鶴、夜明、天瀬) 

② 事務局で貸出用の携帯型の温湿度計 5個と熱中症指数計 3個を購入 

・10 月 6 日 第６回ワールドフェスタ IN日田 (台風接近のため中止) 

施設改修 ・各館から要望のあった箇所の計画的改修に努めている。  



その他 

・10 月 31 日～12 月 11 日 全館対象に事務検査を実施 

(検査結果) 

概ね良好に処理されているが、一部の館で簿冊の整理方法について指導 

・12 月１日 事業で使用する備品の購入限度額を「３万円」から「１０万円未満」に改正 

       (改正理由) 備品の老朽化等で買い替え要望が多いこと 

・10 月 9 日 主事組合へ初任給基準の見直しを提案、10 月 15 日付けで確認 

 

（４）職員研修 

① 研修推進委員会開催状況 

７月 ２日 職員研修実施及び受講希望報告書の提出(各ブロック)について等 

９月２５日 職員研修実施及び受講希望報告書から平成 30 年度の職員研修について等 

 

② 研修実施状況 

研修名 期 日 主催 館長 主事 

新任職員研修 4 月 2 日～6 日 事業団 9 1 

新任社会教育行政職員・新任社会教育主事研修会 
5 月 10 日～11

日 
大分県 1 2 

社会教育主事専門研修 5 月 17 日 大分県  6 

中国・四国・九州生涯教育実践研究交流会 5 月 19～20 日 
福岡県社会教育

総合センター 
1  

大分県公民館連合会総会・大分県公民館関係  

職員研修会 
5 月 29 日 県公連 3 4 

市町村指導主事・社会教育主事等同和問題専門

研修実施要項 
6 月 14 日 県人権・同和  2 

現代的課題対応研修 

・学校とともにある地域づくり･人づくり推進セミナー

① 

・まちづくりに活かす企画力」育成講座 

・学校とともにある地域づくり･人づくり推進セミナー

② 

・公民館事業活性化研修会 

 

6 月 18 日 

10 月 11 日 

10 月 17 日 

11 月 27 日 

福岡県社会教育課  

 

2 

2 

1 

2 

大分県公民館新任職員研修会 7 月 6 日 県公連・県教委 12 1 

「協育」ネットワーク連携促進ネットワーク研修会 

（統括アドバイザー研修） 
7 月 12 日 県教委 6 1 



第 170 回生涯教育まちづくりフォーラム 7 月 14 日 
福岡県社会教育

総合センター 
1  

平成 30 年度公民館長・主事研修会 8 月 20 日 県公連・県教委 4 3 

平成 30 年度市町村人権教育推進実践コース 8 月 28 日 県教委  1 

市長講話 8 月 29 日 事業団 20  

第 1 回大分県社会教育行政職員専門研修会 9 月 12 日 県教委 2 2 

赤十字救急法基礎講習 9 月 18 日 事業団 7 21 

第 69 回大分県公民館研究大会 10 月 4 日 県公連 14 12 

平成 30 年度第 48 回九州ブロック社会教育研究 

大会熊本大会 
10 月 18 日 

九州公民館 

連合会 
5  

第４１回大分県人権教育研究大会ヒューライツ 

フォーラム 2018 
10 月 20 日 

大分県人権教育

研究協議会 
9 9 

緊急時の対応研修 11 月 6 日 事業団 20 21 

(Ａブロック研修)  久留米市西国分コミニテイー 

センター他視察 
11 月 9 日 事業団 5 5 

緑の環境学習指導者養成研修会 11 月 16 日 県教委  2 

大分県防災士養成研修 11 月 17.18 日 日田市 3  

市町村人権教育推進講座 

指導者スキルアップコース 
11 月 20 日 県教委  1 

(Ｃブロック研修)  行徳家静修文庫視察 11 月 22 日 事業団 5  

緑の環境学習指導者養成研修会 11 月 24.25 日 県教委  2 

館長視察研修 (三池地区公民館) 11 月 30 日 事業団 19  

NACS-J 自然観察指導員講習会 12 月 1.2 日 日本自然保護協会  1 

まちづくりにつながる広報力アップ講座 12 月 12 日 
福岡県立社会教

育総合センター 
 1 

日田市における人権意識調査から 12 月 17 日 事業団  21 

生活習慣病予防スキルアップ事業（料理教室） 12 月 19 日 日田市 8 10 

部落問題の歴史について 12 月 21 日 事業団 19  

(Ｂブロック研修) 避難から避難所開設運営までの

知識 
1 月 8 日 事業団 5 5 

赤十字救急法救急員養成研修 1 月 15・16 日 事業団 4 18 

職員人権研修会 （ワークショップの基礎） 1 月 22 日 事業団 20 22 

主事人権研修会 （ファシリテーション講座） 2 月 15 日 事業団  19 

主事現地研修  (佐賀市西予賀公民館) 2 月 21 日 事業団  19 

平成 30 年度社会教育関係職員等合同研修会 2 月 25 日 県立図書館 1 2 

(C グロック研修) 九州北部豪雨災害から 3 月 8 日 事業団 3 5 



主事人権研修会（ファシリテーションをやってみよ

う） 
3 月 15 日 事業団  19 

合計 ( 42 講座 ) 
206 245 

451 

 

 

（５）公民館運営委員会連絡会 

5 月 25 日 

・第１回連絡会 

  役員の一部改選について 

  事業団からの説明事項 

    平成 29 年度の事業及び決算報告について 

    平成 30 年度の事業計画及び予算について 

  社会教育課からの報告事項について 

10 月 4 日 ・第 69 回大分県公民館研究大会(佐伯市) 13 名参加 

1 月 25 日 

・第 2回連絡会 

役員の一部改選について 

社会教育課及び事業団からの説明事項 

※理事会・事業団職員との意見交換会 

 

 



平成３０年度地区公民館事業の実施状況

世帯数 人口
H31.3.31

高齢化率 広報 HP 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数

咸宜っ子体験教室 13 310 成人セミナー 10 249 敬天セミナー 9 307 町内・団体人権学習会 3 75

月化セミナー 9 154 咸宜っ子体験教室 1 19

すずめの学校 12 352 成人セミナー 1 24

咸宜公民館グラウンドゴルフ大会 1 90 敬天セミナー 1 35

1 13 310 1 10 249 4 31 903 1 3 75

桂林チャレンジスクール 11 159 成人セミナー 8 86 熟年まなび塾 14 179 町内人権学習会 9 228

ジュニチャレンジスクール 9 67 料理教室 1 12 寿考教室 8 129 チャレンジ・ジュニア 2 29

放課後子ども塾 12 245 パソコン教室 10 63 すずめの学校 11 317 成人セミナー 2 28

桂林学びの教室 10 263 寿考・まなび塾 3 41

自主学習教室 1 30

サポート隊 1 16

4 42 734 3 19 161 3 33 625 1 9 228

ひのくまSST倶楽部 14 274 成人セミナー 9 191 高齢者セミナー 9 163 町内人権学習会 3 57

日隈っ子なつの体験教室 4 154 料理教室 6 58 すずめの楽公 55 730 高齢者セミナー 1 21

学校支援事業 2 430 パソコン教室 10 70 成人セミナー 1 17

3 20 858 3 25 319 2 64 893 1 3 57

椋の木体験教室 14 96 若宮女性セミナー 10 130 寿光会 10 120 町内人権学習会 6 165

若宮放課後子ども広場 13 138 男の料理教室 6 50 すずめの学校 12 129 自主学習教室人権学習会 1 18

パソコン教室 5 29 若宮女性セミナー 1 16

平和の集い 1 18

2 27 234 4 21 227 2 22 249 1 6 165

コスモスっ子教室 12 331 成人セミナー 8 186 三芳・求来里高齢者教室 9 210 町内人権学習会 9 210

わんぱく教室 1 27 パソコン教室 20 112 すずめの学校 12 426 自主学習教室開講式 1 22

子ども陸上教室 3 88 みよしステップ教室 23 415 三芳・求来里高齢者教室 2 23

子ども料理教室 3 23 成人セミナー 1 24

4 19 469 3 51 713 2 21 636 1 9 210

高瀬みどりの少年団 17 422 女性セミナー 9 235 シルバー大学 6 104 町内人権学習会 12 372

たかせ夏休み学び塾 10 260 男の料理教室(昼の部) 6 54 認知症予防事業(健康マージャン教室） 18 179 高瀬ふるさと学 1 22

男の料理教室(夜の部) 5 52

2 27 682 3 20 341 2 24 283 1 12 372

光岡ヒカリっ子塾 19 256 てるおか女性セミナー 10 142 光岡老人大学 6 250 光岡地区人権啓発推進協議会 1 16

夏休み絵画教室 1 29 男の厨房 9 80 町内･団体人権学習会 9 321

夏休み学びの教室 1 173 初心者ＩＴ教室（フェイスブック） 5 45 自主学習教室合同開講式 1 35

初心者ＩＴ教室（エクセル） 5 38 光岡ヒカリっ子塾 1 16

健康ボウリング教室 7 49 てるおか女性セミナー 1 11

3 21 458 5 36 354 1 6 250 2 10 337

※網掛け部分は再掲（事業数、回数、延べ人数の合計にはカウントされません。）

1137 光岡 3,477 8,505 26.2 8

6 高瀬 1,570 3,847 36.0 12 37

5 三芳 2,276 5,528 34.1 13

3 日隈 1,732 3,949 36.2 8

138

94

4 若宮 1,546 3,359 30.2

2 桂林 1,962 4,550 29.7 6 48

1 咸宜 4,037 9,105

No. 公民館
地域状況 広報 1　青少年学習 2　成人学習 3　高齢者学習 4　社会人権・同和学習

12 37

89

29.0 6



7 光岡

6 高瀬

5 三芳

3 日隈

4 若宮

2 桂林

1 咸宜

No. 公民館
講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 教室数 開催回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数

子育て支援講座 4 157 みどりの教室 4 75 咸宜公民館ふれあいまつり 1 1,100

1 4 157 1 4 75 36 1,049 9,391 1 1 1,100

家庭教育講演会 1 412 チャレンジスクール 6 95 桂林ふれあい祭 1 800 桂林サポート隊 7 111

ジュニアチャレンジスクール 4 35 桂林地区ウォーキング 1 166

1 1 412 30 840 7,518 1 1 800 2 8 277

子育て応援学級 1 55 キレイキレイ大作戦 3 143 公民館まつり 1 280

三隈川サミット 1 95

ひのくまSST倶楽部 1 22

1 1 55 2 4 238 17 512 4,597 1 1 280

子育て応援講座 10 207 若宮放課後子ども広場 1 17 第11回若宮公民館まつり 1 366

家庭教育講演会 2 400 椋の木体験教室 1 9

2 12 607 17 523 3,976 1 1 366

家庭教育講演会 1 400 コスモスっ子教室 2 51 子育て応援講座 2 33

1 1 400 22 748 8,374 1 2 33

家庭教育講演会 1 21 高瀬みどりの少年団 5 114

子育て支援講座 2 98

2 3 119 21 587 4,314

「家読（うちどく）のすすめ」推進事業 1 46 光岡すずめの学校 12 276

男の居場所 11 64

1 1 46 27 892 8,509 2 23 340

7　自主学習教室6　環境学習5　家庭教育学習 9　その他の学習8　公民館まつり



7 光岡

6 高瀬

5 三芳

3 日隈

4 若宮

2 桂林

1 咸宜

No. 公民館
講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座数 回数 延人数 回数 男性 女性 合計 回数 総合計

咸宜学 9 135

青壮年会連絡会 1 16

2 10 151 48 1,125 12,411 468 2,487 4,637 7,124 1,593 19,535

45 953 10,755 324 2,286 3,476 5,762 1,277 16,517

30 630 7,297 201 1,640 2,511 4,151 831 11,448

地域づくり講座 2 28

1 2 28 30 614 5,852 185 495 1,778 2,273 799 8,125

第17回三芳ふるさと祭り 1 1,880 淡窓ウォーク 1 120 三芳小学校支援事業 1 54

ボランティア養成講座 2 22

歴史探訪 1 33

三芳見守り隊 1 400

1 1 1,880 4 5 575 1 1 54 40 858 13,344 154 1,006 1,333 2,339 1,012 15,683

三世代ふるさと祭り 1 450 淡窓ウォークinたかせ 1 75 学校支援事業 5 205

高瀬ふるさと学 5 86 地域連携事業 1 223

1 1 450 2 6 161 2 6 428 36 686 7,150 124 1,569 1,333 2,902 810 10,052

第8回光岡グランドゴルフ大会 1 112 子育て支援講座 1 45

第7回光岡菜の花ウォーキング大会 1 72 学校支援協育事業 13 100

壮年会連絡会 1 19 光岡土曜学びの教室 13 243

3 3 203 3 27 388 47 1,019 10,885 151 1,273 1,661 2,934 1,170 13,819

公民館合計10　ふるさとまつり 11　まちづくり事業 12　その他の事業 総数 貸館・その他



世帯数 人口
H31.3.31

高齢化率 広報 HP 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数
No. 公民館

地域状況 広報 1　青少年学習 2　成人学習 3　高齢者学習 4　社会人権・同和学習

あさひチャレンジ俱楽部 12 224 レディースセミナー 7 69 朝日大学 10 314 町内人権学習会 6 131

あさひトラック＆フィールド 51 1,649 成人セミナー 6 41 朝日大学 1 32

あさひ放課後子ども教室 6 59 パソコン教室 11 48 家庭教育講演会 1 200

中高生サポーター 10 57

4 79 1,989 3 24 158 1 10 314 1 6 131

三花チャレンジ教室 12 226 みはな女性セミナー 9 164 暁大学 6 179 町内人権学習会 11 286

男の料理教室 8 80 みはなすずめの学校 3 87 自主学習教室代表者会議 1 12

史跡・巨木・名水を巡る会 5 90

女性セミナー企画委員会 1 5

成人学級 4 52

音楽の夕べ 1 45

1 12 226 6 28 436 2 9 266 1 11 286

わんぱく教室 13 135 遊食教室 11 119 生き生きクラブ 5 111 町内人権学習会 12 257

ありた陸上教室 66 1,462 彩食教室 11 121 ウォーキング教室 9 172 自主学習教室代表者会議 1 12

ありた水泳教室 6 70 女性セミナー 11 205 にこにこ学級 12 234

知っちょる会 5 101

パソコン教室 10 90

成人セミナー 4 65

3 85 1,667 6 52 701 3 26 517 1 12 257

ムクの樹体験クラブ 14 207 成人セミナー 5 103 生きがい大学 3 184 町内人権学習会 14 326

ありた陸上教室 66 693 男の料理教室 9 79 めだかの学校 12 177 自主学習教室代表者会議 1 6

ありた水泳教室 6 35 女性の料理教室 8 84 世代間交流グランドゴルフ大会 1 17

ウォーキング教室 4 52

良い映画を見る推進事業 4 34

パソコン教室 10 49

ふるさと再発見事業 1 13

3 86 935 7 41 414 3 16 378 1 14 326

チャレンジ教室 12 89 成人セミナー 9 169 こととい大学 9 185 町内・団体人権学習会 4 220

夏休みわくわく子ども教室 9 169 小野リーダー養成講座 5 258 成人セミナー 3 70

こととい大学 2 69

夏休みわくわく子ども教室 1 15

チャレンジ教室 2 20

2 21 258 2 14 427 1 9 185 1 4 220

大明チャレンジ教室 9 121 女性セミナー 5 120 寿大学 5 227 町内人権学習 4 104

大明児童の水泳教室 5 49 男の料理教室 6 38 寿大学 1 53

大明児童の通学合宿 1 12 成人セミナー 1 25 女性セミナー 1 27

パソコン教室 5 18

3 15 182 4 17 201 1 5 227 1 4 104

5113 大鶴 545 1,370 45.2 12

37

12 小野 291 765 47.8 12 62

11 東有田 603 1,669 44.6 7

89

10 西有田 1,114 2,958 31.9 12 30

9 三花 1,884 4,640 27.7 6

8 朝日 722 1,856 36.1 12 92



No. 公民館

13 大鶴

12 小野

11 東有田

10 西有田

9 三花

8 朝日

講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 教室数 開催回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数

7　自主学習教室6　環境学習5　家庭教育学習 9　その他の学習8　公民館まつり

家庭教育講演会 1 200 あさひチャレンジ俱楽部 2 37 国際交流 1 9

中高生サポーター 1 2

朝日大学 1 32

1 1 200 10 470 2,884 1 1 9

家庭教育講演会 2 55 花いっぱい運動 4 205

子育て支援 2 31

2 4 86 1 4 205 14 337 2,228

家庭教育講演会 2 55 知っちょる会 1 20

子育て支援 2 31 女性セミナー 1 13

2 4 86 12 331 2,676

子育てサロン 9 179 ムクの樹体験クラブ 1 15

有田小家庭教育講演会 1 22

ふれあい郷土料理教室 1 15

東有田中家庭教育講演会 1 35

4 12 251 10 207 1,288

家庭教育講演会 1 32 家庭教育講演会 1 32 学校支援 1 24

チャレンジ教室 4 30

夏休みわくわく子ども教室 1 22

1 1 32 4 37 358 1 1 24

子育て支援講座 2 25 大明チャレンジ教室 1 12 大鶴公民館まつり 1 200

1 2 25 16 450 2,750 1 1 200



No. 公民館

13 大鶴

12 小野

11 東有田

10 西有田

9 三花

8 朝日

講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座数 回数 延人数 回数 男性 女性 合計 回数 総合計

公民館合計10　ふるさとまつり 11　まちづくり事業 12　その他の事業 総数 貸館・その他

あさひふるさとまつり 1 950 あさひ体験教室 1 20

地域活動支援 15 300

1 1 950 2 16 320 24 608 6,955 129 1,610 1,404 3,014 737 9,969

まちづくりグループ 2 54 公民館大掃除 1 10

壮年会等連絡協議会、婦人連絡協議会 5 102 公民館運営委員会 2 36

自治公民館活性化活動 1 15 学校支援事業 3 27

石坂石畳道ウォーキング大会 1 300

4 9 471 3 6 73 34 420 4,277 151 1,273 1,661 2,934 571 7,211

第３６回西有田まつり 1 1,000 親父クラブ 2 8

西有田の歴史を学ぶ会 12 131

世代間交流グランドゴルフ大会 1 6

1 1 1,000 3 15 145 31 526 7,049 74 547 596 1,143 600 8,192

第35回東有田ふるさとまつり 1 600 親父クラブ支援 2 118

1 1 600 1 2 118 30 379 4,310 184 1,412 1,005 2,417 563 6,727

小野ふる里ふれあい祭り 1 400 まちづくり協力隊 1 116

1 1 400 1 1 116 14 89 2,020 98 1,213 737 1,950 187 3,970

大鶴ふるさと祭 1 10 ウォーキング大会 1 257

静修そばうち道場 9 114

1 1 10 2 10 371 30 505 4,070 231 2,034 2,122 4,156 736 8,226



世帯数 人口
H31.3.31

高齢化率 広報 HP 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数
No. 公民館

地域状況 広報 1　青少年学習 2　成人学習 3　高齢者学習 4　社会人権・同和学習

大明チャレンジ教室 9 121 ふるさとの歴史学習会 12 125 夜明寿大学 6 143 町内人権学習会 3 44

大明児童の水泳教室 5 49 女性セミナー 5 80 認知症予防教室支 13 175 女性セミナー 1 17

大明児童の通学合宿 1 12 料理教室 3 27 寿大学 1 42

男の料理教室 1 7

3 15 182 4 21 239 2 19 318 1 3 44

チャレンジ教室 33 216 男の料理教室 9 105 幸齢者教室 2 40 町内人権学習会 4 116

よるごはん 9 70 幸齢者マナビ塾 11 178 幸齢者マナビ塾 1 19

女性セミナー 9 117 合同閉講式 1 37

成人セミナー 6 80

1 33 216 4 33 372 2 13 218 1 4 116

前津江チャレンジ教室まえつえジュニア倶楽部 15 291 まえつえセミナー 10 123 幸齢者学級 6 170 町内人権学習会 3 91

まえつえ水泳教室 5 99 女性セミナー 6 59 めだかの楽公 11 92 生きがいサロン人権学習会 4 45

男の料理教室 3 25 前津江チャレンジ教室まえつえジュニア倶楽部 2 39

柚木緑水塾 4 40 柚木緑水塾 1 8

デジカメ講座 5 32 前津江中学校人権講演会 1 25

ふるさと講座 4 21 幸齢者学級 1 32

2 20 390 6 32 300 2 17 262 2 7 136

津江っ子チャレンジクラブ 13 62 いろいろチャレンジ教室 7 74 寿学級 6 69 町内人権学習 1 41

つえ放課後子ども倶楽部 9 49 料理教室 7 70

スイーツ教室 6 52

2 22 111 3 20 196 1 6 69 1 1 41

津江っ子チャレンジクラブ 8 71 女性セミナー 4 51 たかさご学級 5 100 上津江人権講演会 1 32

つえ放課後子ども倶楽部 7 64 料理教室 4 49 たかさご学級人権学習会 1 21

2 15 135 2 8 100 1 5 100 1 1 32

大山っ子チャレンジ教室 7 95 男の料理教室 9 49 いきいき大学 8 105 町内人権学習会 1 22

子ども体験教室 1 15 女性セミナー 10 108 大山町人権学習会 1 90

若者交流事業 4 16 女性セミナー 1 11

ＩＴに触れよう！ 5 69 大山小中育友会人権学習会 1 200

いきいき大学 1 18

自主学習教室代表者人権学習会 1 25

2 8 110 4 28 242 1 8 105 2 2 112

ｔｅａｍあまがせ 9 131 輝（キラキラ）塾 8 179 寿学級 16 255 地域人権学習会 11 303

成人セミナー 1 50 サークル笑顔 24 260 寿学級 7 84

パソコン教室 8 92 あまがせ笑楽康 26 298

1 9 131 3 17 321 3 66 813 1 11 303

27,294 65,225 32.3 186 1,449 48 589 10,277 76 517 6,471 39 410 7,611 23 132 3,552

55 1,433

23 187 4,985

上津江 366 761 50.1

再掲
再掲を含む計

合計

173

20 天瀬 1,923 4,534 47.5 4 45

19 大山 969 2,609 40.4 6

12 7218

17 中津江 361 758 52.1 12

121

16 前津江 386 960 42.6 6 73

15 五和 1,179 2,619 43.7 12

10

14 夜明 351 883 42.8 8 38



No. 公民館

上津江

再掲
再掲を含む計

合計

20 天瀬

19 大山

18

17 中津江

16 前津江

15 五和

14 夜明

講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 教室数 開催回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数

7　自主学習教室6　環境学習5　家庭教育学習 9　その他の学習8　公民館まつり

子育て支援講演会 1 15 大明チャレンジ教室 1 13 三日月サークル 22 343

さくらんぼの会 3 72 夜明史談会 13 45

2 4 87 8 277 2,281 2 35 388

納涼チャレンジ大会 1 68 チャレンジ教室（花いっぱい） 2 14 第3回五和カラオケまつり 1 98

もちつき大会 1 69 チャレンジ教室（田植え） 1 7

家庭教育講演会 1 14 チャレンジ教室（稲刈り） 1 2

チャレンジ教室（芋ほり） 1 7

3 3 151 23 765 5,788 1 1 98

BOSAI　CAMP　in 前津江 1 53 前津江チャレンジ教室まえつえジュニア倶楽部 3 80 公民館まつり 1 200 リトミック講座 6 114

前津江中学校人権講演会 1 25 まえつえセミナー 2 20 男女共同参画講演会 1 24

前津江町人権講演会 1 32

2 2 78 13 348 2,045 1 1 200 3 8 170

幼児子育て支援 4 88 中津江公民館教室発表会 1 200

1 4 88 8 185 1,503 1 1 200

家庭教育学級 4 107 環境学習講座 3 41 上津江公民館フェスティバル 1 200

津江っ子チャレンジクラブ星空観察会 1 11

1 4 107 1 3 41 12 267 2,478 1 1 200

大山小中育友会人権学習会 1 200 子ども体験教室 1 15 第14回大山公民館まつり 1 366

1 1 200 25 657 4,972 1 1 366

teamあまがせ 1 15 あまがせ公民館まつり 1 450

29 792 4,062 1 1 450

30 65 3,187 5 15 559 354 10,274 81,992 11 11 4,260 12 78 1,241

29 48 742

30 65 3,187 34 63 1,301



No. 公民館

上津江

再掲
再掲を含む計

合計

20 天瀬

19 大山

18

17 中津江

16 前津江

15 五和

14 夜明

講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座数 回数 延人数 回数 男性 女性 合計 回数 総合計

公民館合計10　ふるさとまつり 11　まちづくり事業 12　その他の事業 総数 貸館・その他

夜明ふるさと祭り 1 870 まちづくり講演会 1 28

1 1 870 1 1 28 24 376 4,437 115 702 1,106 1,808 491 6,245

第二回五和ふるさと祭り 1 1,100 五和地域活性事業 7 64

合同開講式・閉校式 2 76

1 1 1,100 2 9 140 38 862 8,199 161 1,307 1,390 2,697 1,023 10,896

あいさつ運動 12 840 スポーツ交流会 1 56

学校支援事業 1 23

1 12 840 2 2 79 34 449 4,500 213 769 1,942 2,711 662 7,211

地域活性化支援事業 8 857 津江小・中学校教育講演会 1 16

歩こう走ろう会 1 26

2 9 883 1 1 16 20 249 3,107 62 565 525 1,061 311 4,168

上津江産業文化祭 1 700 上津江スポーツ大会 3 70

1 1 700 1 3 70 23 308 3,963 3 13 27 40 311 4,003

学校支援事業 4 508

1 4 508 37 709 6,615 80 3,564 2,850 6,414 789 13,029

地域活性化事業 23 858 学校支援事業 3 212

1 23 858 1 3 212 40 922 7,150 294 1,958 2,536 4,494 1,216 11,644

10 10 7,960 33 136 5,478 14 50 1,758 655 12,287 134,346 3,402 27,723 34,630 62,324 15,689 196,670



平成３０年度各地区公民館の反省・評価

利用状況 広報活動 主催講座

咸宜

　咸宜校区内住民に対し、実際生
活に即した教育・学術・文化に関
する各種事業を提供すると共に、
多くの人々の参加を促し、ともに集
い、ともに学び、ともに生きる喜び
を共有し、地域の課題を考え解決
する学習の拠点とする

　主催事業・自主学習
教室・貸館、いずれの回
数・人数も例年と同様の
利用状況であった。
　咸宜公民館は貸館で
の利用が多いため、丁
寧な対応や文書管理に
気をつけていきたい。

　公民館だよりは、公民
館主催事業が主となっ
ているが、今後は地域
の情報も増やしていきた
い。
　ホームページは、H29
年度から更新を増やし
ている。特に「咸宜っ子
体験教室」では、開催中
にリアルタイムに更新す
ることで保護者の方も様
子を確認することがで
き、多くの閲覧があった

　H30年度は、前年度開
催した成人・高齢者対
象事業の観劇をなくし
た。また、猛暑の影響で
青少年対象の宿泊事業
の内容が大きく変わって
しまった。
　このことから、参加者
負担金が前年度に比
べ、大きく減少となっ
た。
　2019年度も必要な事
業を見極めながら、主
催講座を実施していき
たい。

　高齢者を対象に実施していた
「寿考教室」は、毎年定員以上の
申し込みを受けていたため、H30
年度は「敬天セミナー」「月化セミ
ナー」と2講座に分けて開催した。
   このことにより、教室生の受け皿
が大きくなり、たくさんの人に参加
してもらえるようになった。
しかしながら、成人を対象に実施
した「成人セミナー」を含め、参加
者の固定化、および出席率の悪さ
が目立った。
　今後は、新規受講生の増加、お
よび出席率が良くなるような努力
を続けていきたい。
　また、地域住民のニーズは常に
変化しているので、時代に合った
事業を展開し、地域コミュニティの
拠点施設として認識される努力を
続けなければならない。

　運営方針に沿って
行われていると思い
ますが、世代間交流
で子ども達との話し
合いなどあれば、今
の子どもの様子がわ
かる気がします。
　大変良い。
　自治公民館への
更なる協力。
　色々な教室等のお
世話、お疲れ様で
す。

桂林

　桂林地区住民のために、生涯学
習を基盤とした日常生活に即する
教育・学術・文化に関する各種事
業と、現代社会における実生活の
中に介在している様々な課題に対
し、改称の一助となるべく事業を提
供することで、地区住民がともに集
い、ともに学び、ともに行動し合う
（結び合う）風土づくりを目指し、地
域の発展に寄与します。

　年間主催事業・自主
学習教室・貸館とすべ
ての項目で増加となっ
た。次年度も更なる利用
者増加に努めたい。

　昨年度と同様に、テレ
ビ・新聞社へもアプロー
チするといった手法での
広報活動にも注力して
いきたい

　利用者増とはなった
が、更に地域住民から
身近に感じてもらえるよ
うな事業展開の工夫が
必要。
　公民館を利用したこと
のない住民への働きか
けをすすめる必要があ
る。

　平成29度、30年度と利用者数は
年々増加している。
Ｈ29年度は北部九州豪雨による
避難所として7/10～8/3。8/6.7。
8/16。9/16と避難者延べ人数584
人の避難者を受け入れ、平成30
年度は避難所運営を図ることもな
く全体利用者数も利用回数も大き
く増加することとなった。
　更に地域密着型の桂林公民館
として各自治会の会合・老人クラ
ブの会合等に出ていき地域の情
報を吸い上げ、事業展開へ繋げ
る必要があると感じている。

　常に住民が利用し
やすい公民館運営
を目指してもらいた
い

運営委員会評価公民館 運営方針
反　　　省

総合評価
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三芳

　三芳公民館はこれまで以上に地
域住民や各種団体との連携・協調
を図りながら社会教育法に定めら
れている公民館の設置目的を
基に「活力ある三芳」創りを基本と
し、「あかるい三芳」「すこやか三
芳」「すみよい三芳」創りを行い、社
会教育と学校教育
が連携を図り、日田市教育行政実
施方針が示す「明日の日田を築
く、心豊かな人づくり」を目指す。

　3年に1度のふるさと祭
りが開催されたため、述
べ利用者数は増加して
いるものの、主催事業の
参加者が減っている。
主催事業への取り組み
方も考え、地域の方の
ニーズに合った事業を
考えていく必要がある。
　自主学習教室は新し
い教室が増えたが、以
前より続いている教室の
参加者が減少している
ので、対策を考える必
要がある。

　ふるさと祭りの号外な
ども出し、情報の発信を
行うことができた。ホーム
ページの更新がすぐに
できない時があった。
　情報は生ものなので、
すぐに更新するよう心掛
ける。

　主催講座への参加定
員は増加しているもの
の、実際の参加者は7割
程度である事業が多
い。
　内容の見直しが急務
であると思う。また、以前
より続いている事業も見
直すべき時期に来てい
ると思う。
　防災などの事業は関
心が少なく、チラシだけ
では周知が足りなかっ
た。より公民館へ足を運
んでいただけるような広
報手段が必要であると
思う。

　新規事業の淡窓ウォークでは他
の公民館や団体と共催すること
で、他地区の方々と交流を深める
ことができた。
　また、3年に一度のふるさと祭り
では、反省点があったものの、無
事故で終わらせることができた。
　新しい自主学習教室が増えたり
と、公民館へ興味を持っていただ
ける方が以前より増えたと感じる。
　しかしながら、以前から続いてい
る事業や教室などは、参加者が
減少したりなくなったりしているの
で、内容の精査が急務であると思
う。
　一つ一つの事業に対してきちん
とした評価をし、地域のニーズをく
み取り事業につなげていくようにし
たい。

　各世代や各分野
において活発に取り
組んでいる。
　新規参加者の掘り
起こしや男性参加
者の促進が課題。
　公民館の活用が
活発でよい。
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光岡

　光岡公民館の基本理念である
「心豊かな活力ある人づくり まちづ
くり」推進のため、地域の方々との
密接な繋がりを大切にし、地域住
民が主体的に運営に関わること
で、生涯学習社会における地域の
教育機関としての役割と、地域の
人々の交流の場、人づくり・まちづ
くり活動の拠点としての役割を果た
していきます。
　また、日田市教育行政方針及び
事業団の目的に沿うよう、幼児期
から高齢期まで、教育、文化に関
する各種事業と、社会環境の変化
に伴う様々な課題に対し自ら関わ
りながら、ともに学び・ともに集い・と
もに結び合う環境づくりを推進し、
地域の皆で力を合わせることので
きる公民館運営に努めます。

　来館者へのあいさつ・
対応は不快感の無いよ
う徹底できたと思われ
る。
　利用者数について、
自主学習教室は少しず
つ受講者が増えている
が、主催事業の受講者
が伸び悩んでいる。
　多くの方が参加したい
と思っていただける魅力
ある事業設定が必要で
ある。

　基本2カ月に1度の広
報発行であることから、
紙面が主催事業の報告
や周知記事が主になっ
てしまい、どうしても地域
情報が少なくなってしま
う傾向がある。
公民館だよりは地域情
報発信の役割もあること
から、紙面の工夫をし、
自治会長や地域団体か
らの情報収集を常に行
い、掲載できるよう心掛
ける。
　ホームページの更新
についてはある程度達
成できたのではないかと
思われる。

　利用状況でも指摘した
が、てるおか女性セミ
ナーや男の厨房など設
定した定員を割っている
状況であり、受講生も少
しずつ減少傾向にある。
　問題点を収集･整理し
て、改善する必要があ
る。

　主催事業全般として、アンケート
による受講者の満足度は高いが、
受講者のマンネリ化や減少傾向
がみられ、講座内容や取り組みの
改善が必要である。
　普段より、今日の社会情勢や公
民館利用者や受講者との会話に
アンテナを張り、求められる公民
館事業の企画が急務である。
　また、学校のコミュニティスクー
ル導入や公民館事業の多様化に
より、地域人材による活動支援が
重要であり、主催事業受講者はも
ちろん、地域の人材発掘・育成に
重点を置いた取り組みを行わなけ
ればならない。

　地域の人々の交
流の場、人づくりま
ちづくり活動の拠点
としての役割を今後
とも継続発展させて
いく必要がある
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　三花公民館の取組は、社会教
育は勿論のこと、地域振興につな
がる取組みを積極的に推進して
いる。
現在、少子高齢化・人口減少が
進む中、住民同士の希薄化が懸
念される中、公民館活動が地域
活性化の一役を担っていると考え
ている。
　特徴的な事業として、「すずめの
学校」・「花いっぱい運動」は地域
課題に対応した取組といえる。
　また、青少年事業「三花チャレン
ジ教室」は、キャンプ等の屋外活
動を通し、自然と触れ合い、自然
を守り、育てる重要性など、次代
を担う子供達の育成に努めるとと
もに、自信・やる気、そして感謝す
ること等多くの事を学んでもらっ
た。
　このような取組みや活動等を通
し、地域に住む多くの皆さんが、
夢や希望・目標に向かって楽しく
達成できるような、確かな歩みとな
るように、これからも公民館がその
責務と機能を最大限に発揮し、基
本目標である「夢を持ち人と地域
が元気なまちづくり」の拠点として
の役割を果たしてまいります。

　目的・目標を視点
においた、各種事業
が継続的に展開さ
れ、地区民にも定着
している。
　継続は力であり、
毎年地域の状況に
応じた事業を展開し
ており、今後とも地
域活性化に繋がる
事業を展開し、成果
を出してほしい。

三花

　「夢を持ち人と地域が元気なまち
づくり」三花地区は、本市の北部玄
関に位置し、中津市山国町と隣接
している。
大石峠を分水嶺として、筑後川の
支線「花月川」の源流地で、地域
の中心地には国道２１２号線が南
北に通り、沿線や周辺に集落・居
住地が形成されている。
近年、特に県北地域との物流が盛
んで、現在、国道拡幅工事や高規
格道路の建設が進み、地域が大き
く変わろうとしている。
　また、三花地区でも他地区同様、
少子高齢化や人口減少が進み、ま
ちづくり・地域づくり・人づくりが大
きな課題となっている。そのような
中、地域の特色を活かした事業や
地域の伝統文化を活かした取組が
積極的に行われている。
　今後とも、地区公民館が地域社
会の拠点として、自治公民館との
連携を図り、地区公民館の役割や
機能を最大限に発揮し、地区に住
む方が「夢を持ち人と地域が元気
なまち」となるよう努めてまいりま
す。

　２９年度は、自然災害
による事業中止に伴い
利用者が減となってい
る。
　その他の主催事業、
特に講演会等は広報車
での呼びかけや自治会
長を通して周知を図り、
多くの方に御来館頂い
た。
　しかし、自主学習教室
では高齢化の影響も有
り、参加者が減少傾向
にあるため参加者増の
取組みが必要と考えて
いる。

　公民館を利用している
方は限られた方であり、
地域の皆さんと公民館
を繋ぐには、公報活動
は有効な手段である。
　従い、魅力ある紙面づ
くりが求められているた
め、参加者のコメントを
入れることで、紙面の魅
力アップを図った。
　今後も、自治会などの
協力を得ながら、魅力あ
る広報紙・ホームページ
を作りに努めてまいりま
す。

　九州北部豪雨災害及
び台風の影響で中止と
した事業もあるが、他の
事業は予定通り実施す
ることが出来ました。
そして、各種事業や活
動を通し、それぞれの
事業目的を達成するこ
とにより成果をあげること
ができた。
　今後も主催する事業
がより住民の皆さんに信
頼・支持される事業とし
て継続・定着できるよう、
PDCAサイクルにより、
内容の改善を図り積極
的に各種事業に取組ん
でまいります。



平成３０年度各地区公民館の反省・評価

利用状況 広報活動 主催講座
運営委員会評価公民館 運営方針

反　　　省
総合評価

日隈

　 日隈公民館は地区公民館とし
て、今までの活動をさらに充実して
校区の方々が、心豊かに輝けるよ
うな学習会や発表の場を提供し、
生涯学習環境の充実を図る。
　今年度も公民館の地域の目標で
ある「～プラスαのあいさつをしよう
～」掲げ、“人と人”“世代間”“地域
と学校”をつなぐ事業を実施してい
く。

　参加人数が全般的に
昨年度より減少してい
る。特に自主学習教室
は教室が減少したり、休
会する教室もあり、参加
者数も減少している。
　今後は参加者、利用
者が増えるよう努力して
いきたい。

　公民館だよりは計画通
り発行できた。ホーム
ページの更新回数も増
え、地域情報も大幅に
掲載することができた。

　全般的に参加者が
減ってきているので、講
座の内容をさらに充実さ
せ、新たな参加者を増
やすように努めていきた
い。

　公民館を出会いの場と位置付
け、世代間の交流を図り、ふれあ
いを広め、地区住民がいきいき学
ぶ拠点として
今後も学校、地域と連携・協力し
てさらに参加者が増えるよう公民
館事業の実施を行っていくため
に、利用者のニーズを
聞きながら、講座の充実図ったり
地域の課題解決に向けた新たな
講座を開設するなど、幅広い世代
の方が来館しやすい公民館を目
指していく。

今後も協力したい。

若宮

　日田市社会教育実施方針・実施
計画に基づき、公民館の管理運営
を行うことにより、市民の教養の向
上、健康の増進、情操の純化を図
り、もって市民の生涯学習の振興と
総合的支援を行い又、市民参加の
まちづくりの促進に寄与することを
目的とする。
　若宮公民館では、「市民に開か
れ、利用しやすい施設の管理運
営」を目指し、地域の皆様が気軽
に立ち寄り、利用いただけるよう努
力してまいります。
　「つどう」・「まなぶ」・「むすぶ」公
民館活動を通じて事業を推進して
いきます。

　昨年度より年間利用
回数・利用者数が減少
した。
　主催（共催）事業数・
貸館利用者数・延べ利
用者数が微減している。
　地域のニーズに対応
した魅力ある講座を行う
よう努力しているが結果
にはつながっていない。

　手に届く広報誌づくり
を目指して、全戸配布
の回数を増やしている
が、依然として情報が届
いていないという意見が
あるのでもう一工夫が必
要と感じる。

　地域づくり講座の「若
宮地区青壮年連絡会」
が公民館まつりのスタッ
フとして手伝ってもらえ
ることが定着してきたよう
に思う。
　今後も継続して公民
館活動に関わっていた
だけるように進め、若宮
地区の発展につなげた
い。

　青少年学習の椋の木体験学習
は前年と同様の活動をすることが
出来たが、若宮放課後子ども広
場については運営スタッフの確保
が厳しい、様々な機会をみて声か
けをしているつもりだがつながらな
い。
　成人学習の女性セミナー、高齢
者を対象とした寿光会は、参加者
が少なく生徒確保のためのアク
ションが必要である。
　名称を変え視点を変えることも
必要か。ステップ教室など健康に
関する教室は人気があり、健康に
ついて関心が高い様である。
　自主学習教室は比較的活発で
ある。

　地区に合った取り
組みや、世代に応じ
た講座ができてい
る。



平成３０年度各地区公民館の反省・評価

利用状況 広報活動 主催講座
運営委員会評価公民館 運営方針

反　　　省
総合評価

高瀬

 　高瀬公民館では、「自らの地域
は自ら創る」住民意識を形成する
ために、【あいさつとゴミ０(ゼロ)を
めざすまちづくり】“みんなでつくろ
う安心・安全のまち”を高瀬地域活
性化スローガンとし、地域住民が
互いに支えあい、知恵を出しあっ
て、一人ひとりができることをほん
の少しずつ行うことにより、みんな
が繋がって『心豊かで活力あるまち
高瀬づくり』を目指ざす。
  また、特に今年度は住民の健康
づくりや地区の地理・歴史・自然を
学習の重点目標の一つに位置づ
け、地域の繋がりを推進していく。

 　主催事業の工夫と楽
しさを前面に置いた自
主学習教室運営で利用
者は、増加している。
　貸館利用者数の減少
は、選挙がなかったこと
が一番の原因と考えら
れる。

 　4月から翌年の2月ま
でほぼ1年、臨時職員が
慣れない事務や事業に
追われ、その間のホー
ムページ更新がほとん
どできずに更新回数が
減っている。
　3月より主事が復帰し
たので、更新内容や更
新方法の見直しをしつ
つ回数を増やしていき
たい。

　年度当初の計画をほ
ぼ消化遂行できた。
　「みどりの少年団」キャ
ンプは、猛暑の影響で
中止にしたため、参加
者負担金が減ってい
る。

　地域との連携により、公民館事
業が定着しているが、高齢化によ
り自主学習教室の運営が厳しく
なってきている。
　参加者のメンバー固定化の傾向
があるが、運動だけでなく脳トレも
兼ねた講座に人気があるので、新
規参加者を集めるための工夫が
必要と思われる。

　地域活性化スロー
ガンが地域の実態
に定着しているの
で、さらなるステップ
アップする内容を考
える時期にきてい
る。

朝日

　大きく変化する社会情勢の中で
青空地区の住民が求めていること
が何かを調査し、地域の方が求め
ている教育事業を展開する。
　中心に子どもをおき、地域がつな
がりをもって「人が育ち・人がつな
がり」明るく元気な青空地区を作る
ために公民館事業を企画・展開す
る。

　来館される方への挨
拶、お見送りを常に心が
け、気持ち良くご利用い
ただこうと考えている。
　利用者数は減少であ
るが、平成２８年度はふ
るさとまつり開催年だっ
たこと、また平成２９年度
に自主学習教室の休止
があったためである。
　更に喜ばれる公民館
となるよう引き続き努力
していきたい。

　班回覧の公民館だより
はカラー印刷、全戸配
布の回は決まったカ
ラー用紙を利用し、目を
通していただけるよう工
夫を行っている。
　公民館活動をはじめ
地域行事も積極的に掲
載することで、情報発信
基地として各種お知ら
せができるよう努力す
る。

　成人セミナー等の講
座や地域団体が協力す
る「ふるさとまつり」など
をきっかけとして、子育
て世代など今まで公民
館に来られていなかっ
た方にも新たに関って
いただくことができた。
　通年の講座について
は、今後も積極的に新
しい取り組みを増やして
いきたい。

　自治会や小学校、こども園や地
区の各種団体の連携し、講座開
催の折には多くの方にご参加い
ただいている。
　しかし、現在目指す「地域の寄り
合い所」として、講座の開催のな
い時にでも立ち寄ってくださる方
は僅かしか増加していないため、
これからも継続して気軽に公民館
を訪れる方を増やしていきたい。
　ちょっと寄ってみたくなる開かれ
た公民館となるよう、より一層の努
力を心がける。

　誠意をもって取り
組んでいる。
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西有田

 　日田市では、一般財団法人  日
田市公民館運営事業団が設立さ
れ、平成23年度より地区公民館の
指定管理者として日田市と契約
し、公民館の運営を行なっていま
す。
　このことから、公民館事業は、定
款に定められている事業団の目的
（第3条）及び事業（第5条）、並び
に日田市公民館等の管理運営に
関する協定書及び同仕様書に基
づき、地域の特色を生かした計画
を作成していきます。
　西有田公民館は、「親しみやすく
役に立つ公民館」を念頭に、地域
に密着し、地域住民が積極的に参
画できる公民館運営を行ない、地
域住民によるまちづくりの拠点とな
れるよう努めます。

　「親しみやすく役に立
つ公民館」を念頭に地
域住民が積極的に参画
できる公民館運営に心
掛けてきたため、主催事
業及び自主学習教室に
おいて前年度と比較し
て参加者が増加した。

　毎月1回の公民館だよ
りを発行している。
　また毎月の発行に伴う
公民館だよりのホーム
ページへの更新につい
ては、個人情報等考慮
して更新が減じた。
　今後も個人情報等の
取り扱いに注意が必要
である。

　公民館主催事業から
自主学習教室へ自立し
ていくよう支援し、今後
も自主学習教室を増や
す工夫をする必要があ
る。
　また、主催事業につい
ては、公民館利用者の
意見を聞く機会を多く設
けることに心掛けるととも
に、気軽に公民館に立
ち寄る雰囲気づくりに努
める。

　運営委員会では、皆に還元でき
る事業の取り組みを多くするよう等
建設的な意見が出された。
　また、青少年の学習では、災害
発生等で計画どおり事業ができな
かった。継続事業が大半を占めて
おり、やり方改善、見直しを行うた
め教室生、先生を交えて意見交
換する場を幾つか設けた。
　成人学習では、仕事のリタイア
組や高齢者、女性が中心に事業
が行われ、男性の参加者が少な
いことと次に繋がる事業の取り組
みが必要と感じた。
　高齢者学習では、利用者は、高
齢者や女性が大部分を占めおり、
健康に興味があり健康運動等参
加者の増加があった。
　まちづくり事業では、新しい組織
の育成や、地域の活性化に繋げ
るための支援が必要である。
　自主学習教室では、主催事業
から自主学習教室の立ち上げ支
援行い、3教室が開講できた。

　今まで通りでよい。
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東有田

　基本理念は、「思いやりの　心あ
ふれる人づくり　地域づくり」
　運営方針は、地域の皆さんとと力
を合わせ、引き続き地域に根ざし
た「学び」の場の提供に取り組むと
ともに、地域の活性化
 を目指した地域づくりにも積極的
に取り組んでいく。

　30年度は「ふるさとま
つり」の開催もあり、利用
者が大幅に増えたが、
今年度は祭りの未実施
年のため利用者数の減
少が予想される。
　最低限の減少になるよ
うに努力したい。

　「公民館だより」は年間
計画通りだったが、チラ
シ・ホームページが減少
したことが反省点であ
る。
　今年度は、もっと積極
的に情報発信をしてい
きたい。

　主催事業数は減少し
たが、開催数は増加し
ており、また利用者数も
増加しており良い方向
だと思う。
　今後も利用者負担を
最小限に抑えつつ最大
限の学習機会の提供に
努めたい。

　地域住民の公民館に対する評
価は高く、社会教育の発信地とし
ての更なる役割が求められる。
　30年度、ふるさと祭りの開催もあ
り10～11月の事業がやや手薄に
なった点があるも、おおむね計画
通りに実施することができた。
　自主学習教室については1教室
増えたが、年度末に2教室が休会
となり、新たな教室への開拓が求
められる。
　今以上に主催事業の充実と自
主学習教室の拡大を目指してい
きたい。

　既存の事業でマン
ネリ感のものもあり、
新たな発想や課題
を模索する必要があ
る。

小野

　小野公民館では、生涯学習の充
実と地域及び各種団体との連携を
図り、地域住民の相互ふれあいを
深めながら健康で明るい生活の実
現と豊かなまちづくりをめざし、次
の運営方針を定めます。

　高齢化や人口減少、
災害による恐怖感によ
り、自主学習教室の休
会等で利用者数が減少
した。
　今後は地道に新規講
座の開設及び新規自主
教室の開設等により利
用者増を図っていきた
い。

　広報の発行回数は予
定どおりであり、ホーム
ページの更新も事業ご
と及び地域の行事ごと
に更新した。
　来年度も公民館行事・
地域の情報を随時発信
していきたい。

　公民館事業に参加し
たくても、公民館へ行く
交通手段がないとの地
域住民の声が多ので、
誰もが公民館へ集える
対策を考える必要があ
る。

　豪雨災害により、これまで以上
に世帯・人口減が進み、よって利
用者の減少も顕著にあらわれてい
るため、公民館活動が地域に根ざ
した学習の場としてより地域の実
情に即した学習に取り組み更なる
発展につなげたい。

　学習機会の提供と
住民同士のふれあ
いをもとに地域づくり
を心掛けている。
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大鶴

　日田市大鶴公民館は、日田市並
びに大鶴地区に密着し地区民に
開かれ、多くの地区民が利用しや
すい公民館を目指して、各種の事
業を推進することによって、定款に
定めるところの「市民の教養の向
上、健康の増進、情操の純化を図
り、もって市民の生涯学習活動の
振興、市民の参加のまちづくりの
促進に寄与」していくことを運営基
本方針とし、地域の社会教育施設
としての機能を十分に発揮できるよ
うに努め、「明日の日田を築く心豊
かな人づくり」を行っていきます。

　６月・７月の大鶴公民
館は避難所として開設
され,その影響により主
催事業を延期した。
　また上記の利用者数
に避難者は反映してい
ない。
　利用人数が減ってい
るが、昨年度は復興大
鶴春祭りが盛大に開催
されるなど復興イベント
が多く開催されていたこ
とが影響をしている。

　今年度より、公民館だ
よりをすべてカラーにて
発行し、公民館事業の
案内（募集）・報告、地
域の情報発信源となる
ように努めた。
　もっと地域の情報を収
集し掲載すると良い。

　梅雨時期に数回避難
所となったため主催事
業は延期となり再開まで
2か月近くかかるなど受
講生にはご迷惑をおか
けした。

　梅雨時期は自主避難所として開
設されることが多く、主催事業を延
期するなどの対応した。
　主催事業の開催時期について、
来年度も梅雨時期は避難所として
開設される可能性もあり、考慮し
ていかなければならない。
　３０年度は主催事業の静修そば
うち道場ではこども園児との交流
で地域に学習成果の還元をし、
大鶴ウォーキングでは目的の健康
増進、地域の方の交流はもちろん
であるが、地区外、市外、県外か
ら多くの方が参加し大鶴の魅力を
伝える一助となった。
　これからも、地域の方、や地域が
主役となるように事業を進めてい
きたい。

　年間事業計画に
沿って確実に実施し
ている。
　また地域課題の少
子高齢化問題・防災
対策・健康寿命の促
進など新規事業に
取り入れ、公民館と
しての運営に努めて
いる点など評価でき
る。

夜明

　日田市教育行政基本方針に基
づき、子どもから高齢者までの多
様な学習要求に対応した魅力ある
学習機会の提供と、地区住民の学
習意欲を促進します。
　また、夜明は小規模ですが、ふる
さとを愛する心と元気に満ちた地
区です。
　そういった夜明の活力を活かし、
家庭・学校・地域が一体となって、
今以上に誇れる「ふるさと夜明」を
住民自らの手で作り上げられる様
な取り組みを、地域の社会教育関
係団体等と連携・協力し推進しま
す。

　H29年1月より夜明交
流センターの２階ににこ
にこ保育園が入り、保育
園関係の利用及び来館
者が増えている。

　夜明の出来事を積極
的に載せ、より多くの人
に見やすく、読みやす
い紙面を心がける。

　今年度は天候に左右
されず、ほぼ予定通り開
催することが出来た。
　参加者のニーズを把
握し、興味が湧く内容の
事業展開に心掛ける。
　人権学習は、2年間の
努力の甲斐あって各町
内で実施することが義
務付けられた。

　平成29年度と比べると貸館数と
利用者数の差が大きく見えるが、
この差は、平成29年の7月に起き
た九州北部豪雨災害災害があり、
公民館が避難所となり、会議など
も多数開催された影響と思われ
る。
　広報については、予定していた
回数を上回り、住民により多くの
情報を提供することが出来た。

　自主学習教室の
参加者が減少傾向
にあり、参加の広報
周知と、地域住民の
ニーズに合致した新
規教室の立ち上げ
に努力すること。
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五和

　公民館は社会教育法に位置づ
けられた公的機関である。
　社会教育法、第５章第２０条に、
「公民館は、市町村その他一定区
域内の住民のために、実際生活に
即した教育・学術および文化に関
する各種の事業を行い、もって住
民の・・・社会福祉の増進に寄与す
ることを目的とする」とある。
　当五和公民館も、この目的達成
にむけて、青少年の健全育成、成
人高齢者の生涯学習、人権啓発・
家庭教育の充実を図り、五和地区
全体の地域活性化に向けて各種
事業を推進していきたい。

　来館者へモニタリング
実施(利用者アンケート）
をすすめ、利用状況の
チェックをおこなった。
　更に地区の方が利用
しやすい公民館となるよ
うにアンケートを有効活
用し利用状況を改善し
たい。

　公民館の活動状況を
毎月１回、A３サイズ、両
面で五和地区の民さん
におしらせした。
　更に工夫を凝らして情
報提供を心掛けたい。

　３０年度は成人学習の
「成人セミナー」が二年
目をむかえ、街づくりに
ついては「ふるさとネット
ワーク」を振興協議会に
移管した。
　１５の主催事業の内容
の更なる充実、発展を
めざし地域の活性化に
貢献したい。

　主催事業、共催事業、自主学習
教室と利用者数が多く内容も室内
でのいろんな分野にわたる研修、
屋外での体験活動など充実した
活動が出来たと思われる。
　課題として利用者に偏りがあり、
今年度は地域全体の利用者の拡
充に向け工夫・改善に努めたい。
　すべての事業において地域の
活性化、生涯学習の推進に取り
組んでいきたい

　地区住民と利用者
の支援事業など地
域の活性化に向け
た取り組みなど良い
と思われる。

前津江

　前津江地区住民に対し、日常生
活に即した教育・学術・文化に関
する各種事業を提供するとともに、
ともに集い、ともに学び、ともに生き
る喜びを共有し、地域の課題を考
え解決する学習の拠点とする。

　主催事業の回数の増
加とともに共催事業も増
加し公民館利用も活発
になったが、自主学習
教室生の減少、貸館利
用の減少がわずかに
あった。

　振興局と共催の講演
会を放送にて告知、チ
ラシを全戸配布するな
ど、適切なタイミングで
広報活動を行った。

　まえつえセミナーでは
公開講座として「地域づ
くり講演会」を開催し、
多くの聴講者を参集す
ることができた。
　次年度は単独事業と
して地域づくり講演会を
開催する。
　学校と連携した「防災
講座」「人権講演会」を
開催した。
　防災講座は幸齢者学
級でも開催し、地域のあ
らゆる世代を対象に防
災意識を高めることがで
きた。

　昨年度の反省点から、前津江は
集落が点在しているので集落ごと
の講座開催を目指した。
　女性セミナーでは　曽家集落、
大野本村集落など初めての集落
公民館での講座開催を行った。
　柚木集落では認知症予防教室
をメインに人権学習会、ものづく
り、健康講座などテーマ別に開催
した。
　デジカメ講座では最終日にフォ
トウォーキングを実施、学習成果
の写真展示を公民館まつりにて
披露するなど、初めての試みが地
域住民に評価を得た。

　広報紙等で住民
に周知している。
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中津江

　中津江地区は、合併の時１，３５０
人の人口がわずか１０数年で８０９
人になったハイパー過疎地域で
す。
　従って、公民館の運営について
は　町中の公民館とは違う対応が
必要となります。
　公民館として社会教育に力を入
れるのは当然のことですが、それも
参加できる人がいて成り立つもの
であり、この村においては地域を
活性させる「まちづくり事業」に重
点を置かざるを得ません。
　具体的には４分野の重点項目を
設定し、「まなぶ」「つどう」「むす
ぶ」をキーワードとして、人の集まる
ワクワク感のある公民館になること
を運営の基本とします。

　主催事業数は増加し
たが、各回の参加者が
減少気味であった。
　新規の自主学習教室
が増え、公民館の利用
も活発となった。
（貸館利用者数は減少
したように見えるが、公
民館が支援している
ホール使用のイベントを
貸館から共催事業とし
た為のもの）

　地域内で発行される
紙媒体が増加傾向にあ
るが、内容の重複するよ
うな地域情報を掲載しな
かった
　こともあり、記事数がや
や減となった。
　今後独自視点での記
事を掲載する必要があ
る。

　猛暑による夏の野外
活動自粛については、
冷涼地での計画にも関
わらず中止となって残念
だった。
　高齢化が進み老人ク
ラブの在り方も変容して
きており、公民館の高齢
者学級にも影響してい
る為、現状に合わせた
高齢者学習事業を実施
していく必要がある。

　市内で最も高齢化が進む地区
の公民館として、中心部よりも１０
年程度早く関連する諸問題に直
面している感がある。
　具体的には高齢者学級の「高齢
化」、青少年学習参加児童の少
数化、中高年世代の地域に対す
る意識の変容、まちづくり組織の
発足等であり、公民館事業も大き
く影響を受けている。
　日田市の公民館としての一体性
を持ちつつも、地域の現状に合わ
せた事業実施をしていく必要があ
る。
　新規自主学習教室や貸館の増
加で公民館利用者数は伸びてい
るものの、主催事業数増の反面、
参加者数は減となった。今後はま
ちづくり組織やコミュニティスクー
ル、地区社協、放課後児童クラブ
等のまちづくり・教育・福祉関連の
諸団体と密に連携し事業実施をし
ていく。

　中津江村の特徴を
活かした事業として
と組んでいると思う。

上津江

　『地域の特色を生かした自主学
習事業の推進』、『健康寿命の延
伸を目的とした社会体育の推進』、
『幼児から小学校低・高学年のキャ
リア教育の充実』の3点を関係団体
の協力のもと誰もが気軽に学び、
集える場・環境を構築する。

　主催・共催事業は概
ね計画通り実施すること
ができた。
　また、昨年に引き続
き、自主学習教室活動
も活発に行われており、
利用者数は昨年度並み
を維持している。

　公民館だよりは計画通
りに発行ができた。

　地域住民が参加しや
すい時期を工夫し、年
間を通して偏りのない、
ゆとりを持った事業計画
を心掛ける。

　各事業とも、運営委員会と連携
し、地域住民や参加者の意見を
聴きながら実施することができた。
　今後も社会教育・地域活動の拠
点として、社会の変化に対応する
とともに、上津江町の地域性や地
域課題を把握し、各団体との連携
を深め、実態に即した公民館事
業の企画・実施に努めていく必要
がある。

　運営方針に対し
て、それぞれに計
画、実践が的確に
実行され、目的達成
に努力されている。
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反　　　省
総合評価

大山

　「まちづくりの和・輪・環作りへ！」
…大山公民館では大山町に暮ら
す住民が健康的に、精神的に豊か
で穏やかな生活をおくることが出
来るように、地域に根差し、地域の
様々な活動の拠点となれるよう公
民館の運営にあたり、実践してまい
ります。
　地域の社会教育施設として、地
域住民にとって「学びの場」「活動
の場」「交流の場」となり、お互いに
学び合い、ともに尊重し、手を取り
合い連携し、人づくり・地域づくりの
一助となるような公民館事業を推
進していきます。

　年間主催事業利用回
数や人数は、事業数の
関係により減少した。
　施設面では、トイレや
冷暖房の修理を行い、
利便性を図った。

　地域や学校の話題を
多く取り入れる様に心掛
けた。

　主催事業参加者の固
定化は長年の課題であ
る。
　新しい参加者を集める
工夫をしたい。

　公民館として地域と深く関わるこ
とは事業の活性化と、住民の絆づ
くり、まちづくりにとって重要な要
素となる。
　これまでも地域住民の方々や団
体の方々、学校の子ども達とより
良く関われるよう努めてきたが、今
後もその関係を維持・発展させて
いくことで、公民館活動の充実を
図りたい。

　今までは特に高齢
者に力を入れてい
たが、高齢者、若
者、子どもにまちづ
くりの輪を広げ、活
動の範囲が広がっ
た。

天瀬

　日田市公民館運営事業団の地
区公民館像「地域に密着し、地区
民の利用しやすい公民館」に基づ
き、集い・学び・夢が実感できる、
時代に合った公民館づくりに取り
組む。
　引き続き、「元気で魅力あふれ
る」公民館づくりを基本方針に掲
げ、知己の人が共に支えあい「誰
もがちょっと寄ってみたくなる・魅力
あふれる」地域に根差し、多くの住
民の方に利用いただける公民館づ
くりに邁進する。

　講座回数や自主学習
教室の減少により、施設
利用者数ともに減少して
いる。
　主催事業数を前年度
から増やしながら、公民
館の利用者増を目指す
ため、改善工夫を続け
たい。

　公民館だよりで不足し
ている部分を、各種案
内チラシを随時発行す
ることで、お知らせ等の
周知を図っている。
　また、ホームページと
フェイスブックを連動さ
せてＰＲの充実を図っ
た。
　しかしながら、ホーム
ページ更新回数が少な
く、情報発信としては不
足していた。
　ネットによる情報発信
を増やすとともに、地域
情報を織り込みながら
魅力ある広報活動に努
めていきたい。

　各講座内容に工夫を
こらして取り組んでいた
ものの、全体的に利用
者数減になっている。
　今時代の変化に対応
した内容を取り込み、積
極的事業展開を行いな
がら、利用者の増につ
なげたい。

　地域住民のニーズを把握し、既
存事業のステップアップを進め、
利用者数の増加につなげたい。
　地域団体とのより連携を図りなが
ら、地域の更なる活性化に向け、
まちづくり事業に積極的に取り組
む必要がある。

　運営方針に対し
て、関連団体と連携
しながら、積極的な
取り組みがみられ
る。


